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平成30年6月定例会号［No.66］

発行日/2018年（平成30年）9月1日

　６月定例会では、生涯活躍のまち静岡（CCRC）を推進するため

の地域多世代交流型住宅の整備に向けた検討や、橋りょうの補

修、道路の防災点検に要する経費などを計上した平成30年度一

般会計補正予算及び清水看護専門学校に助産師養成所を設置す

ることに伴う静岡市立看護専門学校条例の一部改正についてな

ど、25件の議案を審議し、４件の陳情を審査しました。

　６月27日、28日、29日には、18名の議員が総括質問を行いました

（４～6面掲載）。

　７月10日の最終日には７月３日、４日に開催した各常任委員会の

審査結果が報告され（７面掲載）、表決の結果、すべての市長提出

議案が全会一致または賛成多数で可決されました（８面掲載）。

６月定例会のあらまし６月定例会のあらまし

平成 3 0年度一般会計補正予算案を可決平成 3 0 年度一般会計補正予算案を可決
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◎は委員長 〇は副委員長

議案などを専門的・能率的に審査するための常設の委員会として、常任委員会があります。

現在、静岡市議会では６つの常任委員会を設置し、議員はいずれかの常任委員会に所属しています。

議員紹介・委員会構成

常任委員会

会　派

総務委員会（８人）
総務局、企画局及び財政局の所管に関する事項並びに
他の常任委員会の所管に属しない事項 市民環境教育委員会（８人）

市民局、区役所及び環境局並びに
教育委員会の所管に関する事項

厚生委員会（８人）
保健福祉長寿局及び子ども未来局の
所管に関する事項 観光文化経済委員会（８人）

観光交流文化局及び経済局並びに
農業委員会の所管に関する事項

都市建設委員会（８人） 都市局及び建設局の所管に関する事項 企業消防委員会（７人） 上下水道局及び消防局の所管に関する事項

自民党＝自由民主党静岡市議会議員団（２５人）

共産党＝日本共産党静岡市議会議員団（５人）

志政会（９人）

山と町＝「山と町」安全の会（１人）

公明党＝公明党静岡市議会（６人）

緑の党＝緑の党グリーンズジャパン（１人）

◎福地　健
自民党（葵区）

　ふ く ち    けん

内田　隆典
共産党（清水区）

う ち だ 　　りゅうすけ

○長島　強
公明党（葵区）

　ながしま 　  ごう

望月　厚司
志政会（清水区）

もちづき　　 あ つ  し

宮城　展代
自民党（駿河区）

み や ぎ  　 の ぶ よ

亀澤　敏之
自民党（駿河区）

かめざわ　　としゆき

牧田　博之
自民党（清水区）

ま き た　　 ひろゆき

遠藤　裕孝
自民党（清水区）

えんどう　　ひろたか

◎尾崎　剛司
自民党（葵区）

　お ざ き　　た け し

佐藤　成子
志政会（駿河区）

さ と う　　せ い こ

○寺澤　潤
自民党（清水区）

　てらさわ　　じゅん

松谷　清
緑の党（葵区）

ま つ や     きよし

寺尾　昭
共産党（駿河区）

て ら お    あきら

大村　一雄
自民党（清水区）

おおむら　　か ず お

大石　直樹
公明党（清水区）

おおいし　　な お き

丹沢　卓久
自民党（葵区）

たんざわ　　たかひさ

◎石井　孝治
志政会（駿河区）

　い し い　   こ う じ

中山　道晴
志政会（葵区）

なかやま　　みちはる

○島　直也
自民党（駿河区）

　　しま　  な お や

望月　俊明
自民党（清水区）

もちづき　　としあき

平井　正樹
自民党（駿河区）

ひ ら い　　ま さ き

山本　彰彦
公明党（葵区）

やまもと　　あきひこ

鈴木　節子
共産党（葵区）

す ず き　　せ つ こ

井上　恒彌
自民党（葵区）

いのうえ　　つ ね や

◎山梨　渉
公明党（清水区）

　やまなし    わたる

白鳥　実
志政会（葵区）

しらとり   みのる

○堀　努
自民党（清水区）

　　ほり　 つとむ

石上　顕太郎
自民党（葵区）

いしがみ　　け ん た ろ う

杉本　護
共産党（葵区）

すぎもと　 まもる

田形　清信
自民党（駿河区）

た が た　　きよのぶ

安竹　信男
山と町（葵区）

やすたけ　　の ぶ お

伊東　稔浩
自民党（駿河区）

い と う　　としひろ

◎池谷　大輔
自民党（駿河区）

　い け や    だいすけ

早川　清文
自民党（清水区）

はやかわ　  きよふみ

○望月　賢一郎
共産党（清水区）

　もちづき　　けんいちろう

風間　重樹
志政会（清水区）

か ざ ま　　し げ き

加藤　博男
公明党（駿河区）

か と う　  ひ ろ お

水野　敏夫
志政会（清水区）

み ず の　　と し お

畑田　響
自民党（駿河区）

は た だ　 ひ びき

繁田　和三
自民党（葵区）

し げ た　　か ず み

◎後藤　哲朗
志政会（清水区）

　ご と う   てつろう

井上　智仁
公明党（駿河区）

いのうえ　　ともひと

○さいとう　佳代
自民党（葵区）

　 　 　 　 　 　 　 　  か  よ

山根　田鶴子
自民党（清水区）

や ま ね　　 た  づ  こ

池邨　善満
志政会（駿河区）

いけむら　　よしみつ

鈴木　和彦
自民党（葵区）

す ず き　　かずひこ

尾崎　行雄
自民党（葵区）

お ざ き　　ゆ き お
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特別委員会 議会運営委員会

交　付　金

雑　収　入

計　　①

１ 調 査 研 究 費

２ 研 　 修 　 費

３ 広 報 広 聴 費

４ 要請・陳情活動費

５ 会 　 議 　 費

６ 資 料 作 成 費

７ 資 料 購 入 費

８ 人 　 件 　 費

９ 事務所・事務費

計　　②

特定の事柄について調査・研究などをするため、必要に応じて設置する委員会です。

現在、静岡市議会では４つの特別委員会を設置しています。

清水都心まちづくり
 特別委員会（８人）

総合交通政策
 特別委員会（９人）

中山間地活性化
 調査特別委員会（９人）

人口減少対策
 特別委員会（１０人）

　喫緊の課題である人口減少及

び地方創生に対応するため、定

住・交流人口の増加策及び全て

の市民がいきいきと暮らせるま

ちづくりに関する協議・討議（意

見交換）・提言等を行うこと。

　静岡市議会では、政務活動費の適正な運用と使途の透明性を確保する

ため、各区役所【市政情報コーナー】において、また、29年度分からは市

ホームページでも収支報告書及び支払証拠書類等を公開しています。

　「地方自治法第100条第14項及び第15項」及び「静岡市議会政務活動
費の交付に関する条例」の規定に基づき、静岡市議会の議員の調査研究そ
の他の活動に資するため必要な経費の一部として、市議会における会派に
対し交付するものです。

葵区役所　静岡庁舎新館１階　／　駿河区役所　３階　／　清水区役所　清水庁舎４階

URL　http://www.city.shizuoka.jp/000_006385.html　

（単位：円）

　議長交際費の執行（支出）状況の透明性を高め、議会に対する市民の

理解と信頼を深めるため、前月分の執行状況をまとめて、毎月20日頃に

市議会ホームページにて公開しています。

　「政治倫理の確立のための静岡市議会議員の資産等の公開に関する条

例」に基づき、葵区役所（静岡庁舎新館１階）市政情報コーナーにて、「資産

等補充報告書」「所得等報告書」「関連会社等報告書」を公開しています。

◎ 山  根  田鶴子

○ 佐  藤  成  子

　 加  藤  博  男

　 島    直  也

　 平  井  正  樹

　 杉  本  　  護

　 池  邨  善  満

　 鈴  木  節  子

　 石  上  顕太郎

　 井  上  恒  彌

◎ 亀  澤  敏  之

○ 牧  田  博  之

　 長  島  　  強

　 尾  崎  行  雄

　 風  間  重  樹

　 安  竹  信  男

　 内  田  隆  典

　 白  鳥 　   実

　 伊  東  稔  浩

◎ 寺  尾  　  昭

○ 畑  田  　  響

　 寺  澤  　  潤

　 宮  城  展  代

　 松  谷  　  清

　 水  野  敏  夫

　 中  山  道  晴

　 山  本  彰  彦

　 繁  田  和  三

◎ 大  村  一  雄

○ 大  石  直  樹

　 望  月  賢一郎

　 さ い と う 佳 代

　 堀 　 　 　 　  努

　 早  川  清  文

　 望  月  厚  司

　 鈴  木  和  彦

◎ 丹  沢  卓  久

○ 池  邨  善  満

　 大  石  直  樹

　 畑  田 　 　  響

　 早  川  清  文

　 鈴  木  節  子

　 山  根  田 鶴子

　 望  月  厚  司

　 亀  澤  敏  之

　 石  上  顕太郎

　中山間地の活性化及び振興策

の調査及び整備に関する協議・討

議（意見交換）・提言等を行うこと。

　交通弱者への対応及び交通網

の整備による地域活性化のため、

各地域の実情に合わせた総合交

通体系のあり方に関する協議・討

議（意見交換）・提言等を行うこと。

　清水都心及びその周辺地区の

賑わい・交流を創出するため、清

水港の魅力を活用したまちづくり

のあり方に関する協議・討議（意

見交換）・提言等を行うこと。

　議会運営を円滑に行

うために設置されている

委 員 会 です 。会 議 の 運

営方法や日程等を協議・

調整します。

議長交際費の執行（支出）状況を公開しています 市議会議員の「資産等補充報告書」などを公開しています

【市政情報コーナー（各区役所地域総務課内）】
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自由民主党
静岡市議会議員団

志政会会　派　名
公明党

静岡市議会
日本共産党

静岡市議会議員団
「山と町」安全の会

緑の党
グリーンズジャパン 合 　計

平成29年度政務活動費交付金の会派別執行状況

交付対象：

交付金額：

交付方法：

会派（所属議員が１人の場合を含む）に対して交付

月額２５万円×会派の所属議員の員数
（年度末に剰余金が生じた場合は返還）

四半期ごとに交付

政務活動費とは？
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静岡市のココが聞きたい

　平成30年６月27日、28日、29日の３日間、
18名の議員が個人質問を行いました。
　質問の一部を抜粋してお知らせします。

総 括 質 問

　2015年９月に国連サミットにおいて
採 択 され た「 持 続 可 能 な 開 発 目 標
（Sustainable Development Goals）」
の略称。この目標達成に向けて、国連加
盟国は2030年までに「誰一人取り残さ
ない」社会の実現を目指し、経済・社
会・環境をめぐる広範な課題に総合的に
取り組むこととしている。

ＳＤＧｓ（エスディージーズ）

語 句 説 明

　学校を卒業した後に、最新の知識を習得
するため、再び教育機関で学び直すこと。

リカレント教育

語 句 説 明

　いじめにより児童等の生命、心身又は
財産に重大な被害が生じた、あるいは児
童等が相当の期間学校を欠席することを
余儀なくされている疑いがあると認める
とき。

いじめ防止対策推進法に定義される重大事態

語 句 説 明

わさび栽培の世界農業遺産認定と情報発信

　世界農業遺産に認定されたわさび栽培をオ
クシズの地域活性化に繋げるため、世界農業
遺産認定記念碑建立等のＰＲが必要と考える
が、市はどのように情報発信していくのか。
　　　　30年度はわさびの魅力を収録した動
画を製作し、ＳＮＳを活用して国内外に発信
する。また、地元民間放送局の番組を通じて、
わさび栽培に関する本市の取組を紹介する予
定である。
　さらに、産業界が一堂に会する「産業フェ
ア」や本市にゆかりのある方を招く「静岡市
交流会in東京」など市内外の様々なイベント
でＰＲしていくとともに、本市を訪れた方々
にわさびの産地であることを印象強く示せる
よう、案内看板等の設置を検討していく。
　また、市内に向けては、教育の現場や市民
向けの講座等を通じて情報発信していく。

答 弁

　質問者　安竹　信男（山と町）

森林文化都市

　静岡市らしい森林文化都市を展開していく
考えはないか。
　　　　静岡市らしい森林文化都市とは、森
林が健全に保たれ、市民の皆さんが森林と触
れ合い、山や木に対する愛着や誇りを持つこ
とにより、山に住む人と町に住む人、双方が
支えあうような好循環な都市が成立すること
と考える。これは、静岡市オクシズ地域おこ
し計画に掲げる将来像「山村と都市が共生・
共育するまち静岡」に合致するものである。
　静岡市らしい森林文化都市の実現には、森
林整備とあわせ、木材の利用促進に関する施
策に加え、市民の皆さんが本市の森林に誇り
や愛着を持つとともに、本市を訪れる人々に
も広大な森林を有する恵み豊かな都市である
と感じてもらえるような施策をそれぞれ展開
していく必要があると考えている。

答 弁

質問者　尾崎　行雄（自民党）　

いじめ防止対策推進法と本市の基本方針

　これまでに、いじめ防止対策推進法に定義
される重大事態が本市でどの程度起きている
か。また、市立千代田小学校で起きた重大事
態に対応するために教育委員会が設置した
静岡市いじめ防止特別調査委員会による調査
の中止について、今後どう検証を行うか。
　　　　市立小中学校で過去３年間に重大事
態と認識した案件は、今回の重大事態を除き
11件である。いずれも学校による調査に基づ
き対応した結果、問題は解決し、静岡市いじ
め防止特別調査委員会による調査に至ったケ
ースはない。
　今後の検証については、文部科学省のいじ
めの重大事態の調査に関するガイドラインに
照らし合わせ、平成30年７月から調査の進め
方を振り返る会議を持つなどして課題を明ら
かにし、30年度中には対応の見直しを行う。

答 弁

　質問者　松谷　清（緑の党）

学校プールの老朽化

　老朽化の進む学校プールの現状と今後のあ
り方について、市はどのように考えているか。
　　　　教育委員会が所管する125か所の学
校プールのうち、設置から40年以上が経過す
るプールは58か所ある。この中には老朽化が
著しい施設もあることから、施設の維持保全
については課題と認識している。
　そのため、各学校プールの老朽度合を調査し、
あわせて、利用期間や授業などでの利用状況を
考慮しながら、学校プールのあり方を研究して
いく。その際には、学校現場の意見や他都市
の事例などについて、広く情報収集していく。
　また、平成30年６月に発生した大阪府北部
の地震の被害状況から、学校プールを含め、
コンクリートブロックを使用した壁や塀の緊
急点検を実施しており、改修が必要な場合は
速やかに対応する。

答 弁

　質問者　石井　孝治（志政会）

新清水庁舎移転計画

　新清水庁舎の基本構想策定の検討における
建設候補地は、いずれも津波浸水想定区域で
あった。浸水被害が想定される場所に新庁舎
を建設しようとしているが、災害が起こった
場合の責任の所在をどのように考えているか。
　　　　市民の安心・安全の確保は市の使命
であり、庁舎はその活動の拠点となる施設で、
災害発生時にも市の業務を継続するとともに、
市民やまちを守ることが市の責務であると考
えている。
　新清水庁舎は想定される最大規模の津波に
耐える構造とし、防災拠点としての機能を発
揮する耐震性能を確保していく。

答 弁

　質問者　内田　隆典（共産党）

ＳＤＧｓの取組

　本市はＳＤＧｓを積極的に推進しようとし
ているが、市民にとってどのようなメリット
があるのか。
　　　　ＳＤＧｓは、市民一人ひとりの日常
生活からかけ離れたものに感じる人も多いが、
例えば、ハイブリッドカーの購入は、低燃費
という経済性と排出ガス抑制という環境性が
両立したものである。
　こうした取組が世界中で積み重なれば、Ｓ
ＤＧｓの目標の一つ「気候変動の抑止」につ
ながり、また、省エネ社会の実現も期待できる。
　さらに、ハイブリッドカーの販売により企
業収益が高まったように、ＳＤＧｓへの取組
は、経済面での発展にもつながるものである。
　身構えて何かをするのではなく、誰でもで
きることを自発的に行うシチズンシップに富
んだ市民の皆さんを増やしていきたい。

答 弁

　質問者　池邨　善満（志政会）　

高等教育のあり方検討

　本市は高等教育のあり方にどのような認識
を持ち、静岡市高等教育のあり方検討会には
どのような議論を期待しているか。
　　　　人口減少問題だけに目を奪われたり、
市立大学設置ありきで検討するのではなく、
多角的に論点整理し、本市の高等教育のある
べき姿を描き、実現していく必要がある。日
本人のライフスタイルが変化する中、一人ひ
とりの市民が人生を謳歌するため、「学んで、
働いて、余生を遊んで暮らす」シングル・ス
テージ型でなく、「学んで、働いて、遊んで」、
「また学び直して新たに働く」マルチ・ステ
ージ型に対応した学びの環境が必要であり、
その論点の一つになるのがリカレント教育で
ある。検討会委員には、リカレント教育を含
め、本市に相応しい高等教育のあり方が幅広
く議論されることを期待している。

答 弁

質問者　早川　清文（自民党）

伝統的なわさび栽培



市 議 会 だ より

　本市の産業振興について大所高所に立

った意見を求めるための、経済事情に精

通し広い視野を持つ外部有識者や企業関

係者から成る懇話会。

静岡市産業活性化懇話会

語 句 説 明

　生涯学習に関する施策について広く市

民の意見を求め、総合的かつ効果的な推

進を図るために設置する、学識経験者及

び市民委員で構成される審議会。

静岡市生涯学習推進審議会

語 句 説 明

　65歳以上の機器購入者に対する上限1万

円の購入費補助。

通話録音装置等普及促進事業

語 句 説 明

　サービス等利用計画についての相談及

び作成などの支援が必要と認められる場

合に、障害児の自立した生活を支え、障

害児の抱える課題の解決や適切なサービ

ス利用に向けて、ケアマネジメントによ

りきめ細かく支援する。

障害児相談支援事業所

語 句 説 明

長田支所の市民サービスの拡充

　人口約６万４千人を擁する長田地区の規模
に対し、長田支所で取り扱う窓口業務は一部
に限られている。長田支所の市民サービスを
拡充すべきと考えるがどうか。

　　　　長田支所は駿河区役所の窓口業務の
一部を補完する役割を担っているが、マイナ
ンバー制度の進展に伴う証明書のコンビニ交
付サービスの普及や手続きの簡素化が進んで
いること等、区役所の市民サービスを取り巻
く環境が変わりつつある中、支所に求められ
る役割や機能は今後変化していくと考えられ
る。
　このような社会環境の変化を見極めながら、
約６万４千人の人口規模を持つ地域の支所の
あり方について、市民ニーズや利用状況等を
把握した上で、費用対効果を踏まえ、検討を
行っていく。

答 弁

　質問者　島　直也（自民党）

草薙駅北口周辺の国道横断対策

　文教地区として賑わう草薙駅北口における、

国道横断の交通環境課題に対し、市は30年度、

どのように取り組んでいくか。

　　　　国道横断について、常葉大学開学ま
でにアクセス道と国道１号の草薙交差点に、
横断歩道増設や信号機設置等の改良を行った。
　その効果を検証するため、大学関係者や警
察と朝のピーク時における混雑状況の確認や、
歩行者などの変動を定量的に把握するための
交通量調査を行った。
　これまでの調査結果を踏まえ、30年度は、
横断施設の最適な位置、形式の選定、基本的
な構造の検討などに取り組む。検討に当たっ
ては、地元自治会、学校関係者等で組織する
「国道横断あり方研究会」で意見を伺うとと
もに、国や警察、地権者等とも協議、連携し
施設計画案を作成していく。

答 弁

　質問者　寺澤　潤（自民党）

放課後等デイサービス

　放課後等デイサービスの利用申請に当たっ

て必要な障害児支援利用計画を作成支援する

障害児相談支援事業所が不足しているが、今

後どのように整備していくのか。

　　　　障害児相談支援事業所への参入が進
むよう、報酬体系の見直しや相談支援専門員
として従事するための要件となる研修の拡充
を国に要望している。
　障害児相談支援の充実については、29年度
策定の静岡市障がい者共生のまちづくり計画
において、今後検討すべき課題の一つとして
明記し、継続的に取り組むこととしている。
具体的には、障害関係団体や事業者、その他
福祉、医療、教育、雇用等幅広い関係者で構
成する障害者自立支援協議会に小部会を設置
し、支援体制整備に向けた方策等について協
議していく。

答 弁

　　質問者　長島　強（公明党）

子ども医療費助成制度

　県が実施する高校生世代への医療費助成に
ついて、対象としていない本市も実施すべき
と考えるがどうか。また、実施するために県
に対して補助金を要望すべきと考えるが、市
はどのように対応していくのか。
　　　　高校生世代対象の医療費助成制度は、
高校生世代の中には就労している若者もいる
こと等から現行の中学生までを対象とした制
度とは異なるものである。そのため、制度設
計や財源確保などの課題の解決策を検討した
うえで、総合的に判断し、対応していきたい。
　県への補助金の要望に関して、子ども医療
費助成に対する県から市への補助金は廃止さ
れたが、高校生世代までの助成拡大はこの範
囲を超えたものであるため、今後、浜松市と
連携しながら県と協議を行っていきたい。

答 弁

質問者　鈴木　節子（共産党）　

通話録音装置の普及促進

　高齢者の消費者被害の未然防止には、高齢
者が迷惑電話や不審電話などを受ける機会を
減らすことができる通話録音装置を設置する
ことが有効であると考えるが、普及促進のた
め、今後どのように事業を展開していくか。

　　　　本市では、機器普及による高齢者の
消費者被害の未然防止を目的に通話録音装置
等普及促進事業を実施している。
　今後は、悪質商法被害防止のための啓発活
動を行うハナミン劇団の公演等を通じ、通話
録音装置の設置効果を広く発信し、機器の普
及を更に図っていく。また、高齢者は機器の
取扱いに不慣れであるため、電機商業組合な
どに対し、機器販売時の操作方法の丁寧な説
明を依頼するとともに、警察等の関係機関と
連携し、特に悪質業者に狙われやすい高齢者
に向けた機器の設置促進に取り組んでいく。

答 弁

質問者　大石　直樹（公明党）

生涯学習施設の利用方法見直し

　静岡市生涯学習推進審議会からの生涯学習

施設の利用方法の一元化が望ましいとの答申

を受け、今後どのような見直しを行うか。

　　　　現在、本市の生涯学習施設には生涯
学習センターと生涯学習交流館があり、利用
申請や施設使用料など利用方法が異なってい
る。答申を受け、利用の一体性の確保や負担
の公平性の観点から、見直しの方策として次
の３点を考えている。①施設種類ごとに異な
る利用者団体区分を見直し、利用申請開始日
を区分ごと統一、②安心、快適に利用できる
施設を維持するため、利用者負担の考え方に
基づく施設使用料の設定、③まちづくり活動
の支援・発展のため、自治会、町内会等のま
ちづくり活動による施設利用の全市無料化。
　なお、見直しに当たり、市民、施設利用者
の皆さんに丁寧に説明し、理解を求めていく。

答 弁

質問者　望月　賢一郎（共産党）

長田北地区の公園整備

　長田北地区の自治会が市営向ヶ岡住宅跡地

への公園整備を要望しているが、市は公園整

備候補地として、どのように考えているか。

　　　　当該候補地については、平成22年度
に地元自治会から要望を受け、公園整備の可
能性の検討を開始した。
　当該候補地は長田北地区のほぼ中央部に位
置し、敷地面積は身近な公園の標準的規模の
２倍以上あり、レクリエーションや子育ての
場などの日常的利用をはじめ、様々な地域活
動にも活用できると考えている。
　これまでに当該候補地では、敷地の一体的
な活用を図るため、市道を整地し、暫定的に
広場として利用してもらっている。
　30年度には、用地調査や関係機関との協議
を進め、３年後の2021年度の完成を目途に、
公園整備に取り組んでいく。

答 弁

　　質問者　池谷　大輔（自民党）

大浜公園プール再整備

　駿河区最南端のランドマークである大浜公
園プールの再整備に伴う有料化及び公園の通
年利用について、どのように考えているか。
　　　　大浜公園プールは開設から約90年が
経過し、施設の老朽化によるサービスの低下
や多額の維持管理費などの課題を抱えている
ことから、再整備を行っていく。
　本市では、受益者が特定される公共施設に
ついては、行政サービスの公平性を図るため
受益者に適切な負担をいただくことを方針と
しており、再整備後はプール利用者に維持管
理費の一部を負担いただきたいと考えている。
　通年利用については、駿河湾を望む素晴ら
しいロケーションに恵まれ、砂浜や広場が隣
接するなど新たな利活用が期待できることか
ら、年間を通じて利用していただける魅力的
な公園づくりを目指す。

答 弁

　質問者　宮城　展代（自民党）

中小企業振興基本条例制定の取組

　条例制定に当たっては、中小企業等への実
態調査による要望や課題の把握と関係団体や
市民から成る検討会の設置が、また条例制定
後は、様々な関係機関で施策を検討・提言す
る会議の設置が必要と考えるがどうか。

　　　　市内の経済団体・産業支援機関との
日頃の様々な事業の実施を通じた意見交換に
より、中小企業者の要望や課題の把握に努め
ているとともに、景況調査や職員の企業訪問
により情報収集にも努めている。
　また、パブリックコメントを通じて市民の
皆さんからの意見を聴取していく。
　条例制定後は、効果的な施策推進のため、
静岡市産業活性化懇話会や静岡商工会議所と
の行政連絡会など、様々な機会を捉え、中小
企業者を支援する関係者から意見を聴取して
いく。

答 弁

　　　質問者　杉本　護（共産党）
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会派名　

自民党＝自由民主党静岡市議会議員団

志政会＝志政会　

公明党＝公明党静岡市議会　

共産党＝日本共産党静岡市議会議員団

山と町＝「山と町」安全の会　

緑の党＝緑の党グリーンズジャパン
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姉妹都市の皆さんによる議長表敬訪問・議場見学

　シェルビービル市からは、青少年の皆

さんが田形議長を表敬訪問されました。

皆さんが学んできた日本語での挨拶も

交えながら議長と歓談されたのち、議長

の案内で議場を見学されました。議長が

座席に座った形での質疑応答では、実

際の議会の雰囲気を感じていただけた

のではないでしょうか。

　オマハ市からはクレイトン大学の皆さ

んが議場の見学にいらっしゃいました。

議場や市議会についての説明の後、議

会広報のSNS活用などの多くの質問を

いただきました。また、高さ調節が可能な

演台や議場内に設置している折り畳み

式の防災ヘルメットなど、議場の設備に

も興味を示されていました。

　６月８日にシェルビービル市（アメリカ合衆国インディアナ州）、６月20日にはオマハ市（アメリカ合衆国ネブラスカ州）の訪問団の皆さんが静岡市議会にお見

えになりました。

　「市民に開かれた議会」の実現に向けて、市民と議会との距離を縮めるための事業の

一環として、清水エスパルスの六反 勇治選手と立田 悠悟選手に静岡市議会６月定例

会初日（６月19日）の本会議を傍聴していただきました。

　本会議では６月定例会で審議する議案の上程、提案理由の説明などが行われ、両選

手とも真剣に聴き入っていました。

　本会議終了後には、議長、副議長との対談が行われました。

　議長から傍聴してみての感想を聞かれ、六反選手からは「普段味わえない雰囲気が

あり、貴重な体験であった」、立田選手からは「審議される議案が道路や体育館といった

生活に身近なものもあり、市議会を以前より身近に感じた」との感想をいただきました。

　また、副議長から、傍聴に来ることができない際はインターネットで市議会の中継や録

画映像を見ることができるという説明があり、両選手にその場でスマートフォンを使って

インターネット中継の録画映像をご覧いただきました。

　最後に議長、副議長から、今後も市議会に関心を寄せ、情報発信していただくようお願い

しました。両選手には「まずは傍聴やインターネット中継を活用して、市議会について知っ

ていくことが大切」と感じていただくことができました。

　このような機会を通じて、市民の皆さんに静岡市議会をより身近に感じていただける

よう、今後も取り組んでまいります。

ろ く た ん ゆ う じ た つ た ゆ う ご

清水エスパルスの選手たちが本会議を傍聴しました！

清水都心まちづくり特別委員会
～清水港周辺を視察しました～

総合交通政策特別委員会
～静岡県タクシー協会と意見交換会を行いました～

　バス、タクシー等市内交通機関の現状を調査、

把握するため、６月１９日に静岡県タクシー協会か

らタクシーの利用状況、サービス、活動内容等を

聴き、その後、意見交換を行いました。

　意見交換では、地域の交通基盤の一つである

タクシーについて、行政がどのようにタクシー業

界と協力し、交通に関する課題に対応していくか

などについて活発な意見交換が行われました。

　６月８日、清水都心ま

ちづくり特別委員会が

清水港周辺を視察し、

清水港線跡自転車歩

行者道や日の出地区

倉庫群などの現状を担

当者から聞きました。

左から 田形議長、立田選手、六反選手、望月副議長

本会議を傍聴 スマートフォンでインターネット中継を視聴

フレイル予防

　フレイル予防とはどのようなものか。また、

これを今後どのように広めていくのか。

　　　　75歳以上の高齢者の多くは、フレイ
ルの段階を経て要介護状態になることから、
フレイル予防に取り組むことが重要である。
　また、フレイルの兆候を早期に発見し、し
っかり食べ、運動し、社会とのつながりを持
つなど日常生活を見直すことで加齢に伴う体
や心の衰えを予防し、改善できることがわか
ってきている。
　そこで、本市では、30年度はフレイルを予
防するための「フレイルチェック」をＳ型デ
イサービスの会場、地域福祉共生センター「み
なくる」、生涯学習センター等で実施するとと
もに、元気な高齢者を事業運営のサポーター
として養成し、今後は住民主体の活動として
市内全域に広げていきたい。

答 弁

質問者　加藤　博男（公明党）

高齢者による自動車運転の安全確保

　高齢者による自動車運転の安全確保に向け、
市と警察の協議をどのように進めているか。
また、運転免許の自主返納者の交通手段確保
に対する不安をどのように解決するか。

　　　　警察との協議については、市内３警
察署及び交通安全協会と年４回の連絡会議の
ほか、同協会とは年２回程度、意見交換会を
開催し、高齢者の交通事故対策を含めた交通
安全に関する協議と情報共有を行っている。
　また、運転免許の自主返納者に対し、静岡
県警察が民間事業者と連携してタクシー運賃
の割引や高齢者専用のバス・電車全線フリー
乗車券の60歳からの早期販売などの「運転免
許自主返納者サポート事業」を進めており、
市ではこの事業の周知や新規協力事業者の掘
り起こしを県警と連携して行い、自主返納の
促進に向けて不安感の解消に取り組んでいく。

答 弁

　質問者　寺尾　昭（共産党）

　「虚弱」という意味。健康な状態と日

常生活でサポートが必要な要介護状態の

中間の状態。

フレイル

語 句 説 明

会派名　

自民党＝自由民主党静岡市議会議員団

志政会＝志政会　

公明党＝公明党静岡市議会　

共産党＝日本共産党静岡市議会議員団

山と町＝「山と町」安全の会　

緑の党＝緑の党グリーンズジャパン
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６月定例会で審議した主な議案の概要は次のとおりです。

平成３０年度補正予算

○３０年度静岡市一般会計補正予算（第２号）

　地方創生として、生涯活躍のまち静岡（CCRC）を推進するため、地域
多世代交流型住宅の整備に向けた検討に要する経費のほか、安心・安全
として、橋りょうの補修や道路の防災点検に要する経費などの増額を計
上しました。
　この結果、補正予算の総額は、18億8,921万円の増額となり、補正額
を加えた累計予算額は、3,141億6,909万円となります。

静岡市税条例

○静岡市税条例等の一部改正について

　地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、個人市民税に係る
非課税範囲の見直し等について、所要の改正をするものです。

長田体育館

○静岡市体育館条例の一部改正について

　長田体育館のアリーナへ冷暖房設備を設置することに伴い、アリーナ
の冷暖房設備を利用する場合に加算する利用料金を新たに設定するた
め、所要の改正をするものです。

静岡市放課後児童健全育成事業

○静岡市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部改正について

　放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準省令の改正
に伴い、放課後児童健全育成事業所に置く放課後児童支援員の資格要
件について、所要の改正をするものです。

○静岡市適応指導教室条例の一部改正について

　適応指導教室を駿河区に設置するとともに、不登校児童等の定義を
改めるため、所要の改正をするものです。

適応指導教室

○町の新設について

　長田地区の住居表示の実施に伴い、町を新設するものです。

町の新設

○静岡市都市公園条例の一部改正について

　清水清見潟公園の体育館へ冷暖房設備を設置することに伴い、体育
館の冷暖房設備を利用する場合に加算する利用料金を新たに設定する
ため、所要の改正をするものです。

清水清見潟公園体育館

4件の陳情が審査され、

結果は次のとおりです。陳 情 審 査 結 果

「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を求める意見書」の提出を求める陳情書

「若い人も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める意見書」提出の陳情書

生活保護基準額の引き下げに係る影響緩和への取り組みに関する陳情

件 　 　 名

地方消費者行政に対する財政措置（交付金等）の継続・拡充に関する陳情

結　果

不採択

不採択

不採択

採　択

主 な 議 案

＊清掃工場における余剰電力売り払い業務について、電力自由化の流れに

沿った判断だったとはいえ、日本ロジテック協同組合の破産に伴い大きな

収入の欠損を出したことの教訓を生かして、再発防止策の徹底や危機管

理体制の整備を行うこと。

＊清水ストックヤード建設事業清水清掃工場解体工事に際し、周辺住民の

生活に影響を及ぼさないよう、適切な対応を行うこと。また、解体後は、地

元の皆さんに喜ばれるような土地活用を行うこと。

＊町の新設について、地元住民の声を反映した親しみの持てる町名となる

よう、話し合いに努めること。

市民環境教育委員会

＊生涯活躍のまち静岡（ＣＣＲＣ）推進事業について、他の自治体の先進事

例となるように進めること。また、近隣自治会、ボランティアなどを巻き込

んだ地域の活動と交流の拠点としての活用の検討や多様な世帯が一緒

に暮らせるまちづくりに行政が積極的に取り組むこと。

＊静岡市旅館業法等施行条例の一部改正について、本市の観光を支える

方々の声も聴きながら、交流人口の増加や社会環境に合った条例整備

に努め、関係する事業者へ丁寧に説明と広報を行うとともに、施設の安

全性が担保されるよう、行政としての責任を果たしていくこと。

＊放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部改正について、共働きの子育て世代が増加する中で放課後児童クラ

ブの重要性が増しているため、支援員・補助員を確保するサポートや処遇

等の改善を図り、待機児童の早期解消に努めること。

＊不登校児童等に対応するための適応指導教室条例の一部改正につい

て、駿河区に新たに整備される教室に期待するとともに、利用者への対

応や施設の環境整備に努めること。

厚生委員会

＊葵区田代の林道東俣線の災害復旧事業について、早期復旧に努めると

ともに、南アルプス登山客等への復旧工事中の二次災害を防ぐよう、車

両通行時などの安全確保を行うこと。また、豪雨後に臨時でパトロールを

行うなど林道の安全管理をさらに徹底すること。

＊冷暖房設備設置に係る市営体育館等の条例改正について、設置工事に

際し利用を制限する場合は、他の体育館を案内するなど利用者に配慮し

て事業を進めること。また、今後、物価や燃料費等の高騰などによる利用

料金の見直しの際には、利用者に極力負担がかからないような対応を検

討すること。さらに、当該施設整備を機会に、スポーツにより親しむ環境

づくりを推進すること。

観光文化経済委員会

＊ＪＲ草薙駅周辺整備の道路改修等の整備推進に当たっては、周辺住民の

方々や学校、企業等と連携し、安全対策と渋滞解消につながるよう整備

を進めること。

＊日本平公園整備事業について、案内看板等に市産材（オクシズ材）を活

用するとともに、清水区側から日本平に登る旧道で眺望を楽しめる場所

の整備や山頂までの交通アクセスの検討をすること。

＊木造住宅耐震補強事業費助成について、耐震工事を行うまでの手続き

の簡素化を迅速に検討すること。また、わかりやすく丁寧な説明で市民

に周知すること。

＊主要地方道清水富士宮線道路築造工事について、工事の着実な進捗や

交通渋滞の低減を図ること。また、観光客等の玄関口となる道路をシティ

プロモーションなどに活用する新たな方策を検討すること。

都市建設委員会

　各常任委員会に付託された議案等の審査結果について、それぞれの常任
委員長が報告しました。各常任委員長報告における委員の意見や要望の主
なものは次のとおりです。

常 任 委 員 長 報 告
総務委員会

＊静岡市税条例の一部改正について、今回の条例改正は幅広い方々が対

象となるため、納税者等に対し、丁寧に説明していくこと。また、税制改正

は毎年のように行われているが、適用年度が一律ではなく複雑になって

おり、誤課税のリスクも高まっているため、ミスのないよう、チェック体制を

整えていくこと。

＊水の相互運用事業について、地元住民、工事事業者の安全確保を第一に

工事を進めること。渇水時には、飲料水の安定供給は非常に重要である

ため、計画どおり供用開始できるよう事業を進めること。また、給水管工

事中の工作機に地下に埋没していた流木が詰まり工事に若干の遅れが

生じているが、今後は同様のことが起こらないよう、事前の対策をとるこ

と。

＊消防車両の購入について、消防の広域化により、車両の購入を一括して

行うことで経費削減につながっていることを評価する。今後は同一車種

だけでなく、異なる車種の一括発注など、さらなるコスト削減手法を検討

すること。また、消防広域化により管理すべき車両が増加したが、車両を

遺漏なく維持管理・更新していくこと。さらに、今回購入する高機能車両

がそれぞれ十分に活用されるよう、署員のスキルアップを進めること。

企業消防委員会

議員研修会

なか  むら  よう  いち  ろう

　市議会では、議員の政策立案能力の一層の向上を目指して、議員研修

会を実施しています。

　７月９日、静岡市観光交流文化局の中村羊一郎歴史

文化拠点推進監（専門委員）を講師に、本市が目指す

５大構想の一つである「歴史文化の拠点づくり」の実

現に向けた取組の参考とするため、「歴史文化のまち

づくり～その意義と進め方～」と題した研修会を開催

しました。



件　名

会派名 議
決
結
果

自
民
党

志
政
会

公
明
党

共
産
党

山
と
町

緑
の
党

30年度

補正予算

平成30年度静岡市一般会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

平成30年度静岡市水道事業会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成30年度静岡市下水道事業会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条例の

一部改正

静岡市税条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

静岡市介護保険条例の一部改正について ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

静岡市生涯学習施設条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

静岡市体育館条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

静岡市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正について
○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

静岡市旅館業法等施行条例の一部改正について ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

静岡市立看護専門学校条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

静岡市都市公園条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

静岡市適応指導教室条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

静岡市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部

改正について
○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

その他の

議案

化学消防ポンプ自動車の購入について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

救助工作車の購入について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

高規格救急自動車の購入について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

工事請負契約の締結について（清水ストックヤード建設事業

清水清掃工場解体工事）
○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

工事請負契約の締結について（（主）清水富士宮線（大久保山）

道路築造工事）
○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線の変更について（籠上10号線） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線の認定について（池田28号線） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

町の新設について（向手越二丁目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

人事

人権擁護委員の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成

静岡市監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議員提出

議案

地方自治体における消費者行政の充実・強化についての意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

こども医療費助成制度に関する意見書 × × × ○ ○ ○ 否決

６月定例会提出議案の会派別賛否一覧

開　会　日 会　議　名 場　　所

９月定例会は、９月14日からはじまります。

日程は次のとおりです。

次回定例会のお知らせ

会期32日間

9月 3日（月） 議会運営委員会 第２委員会室

6日（木） 議案説明会 議　　　  場

14日（金） 本会議 議　　　  場

21日（金） 議会運営委員会 第２委員会室

26日（水） 本会議（総括質問） 議　　　  場

27日（木） 本会議（総括質問） 議　　　  場

28日（金） 本会議（総括質問） 議　　　  場

15日（月） 本会議 議　　　  場

12日（金） 議会運営委員会 第２委員会室

10月 2日（火） 観光文化経済委員会 第２委員会室

厚生委員会 第１委員会室

都市建設委員会 第３委員会室

3日（水） 観光文化経済委員会 第２委員会室

厚生委員会 第１委員会室

都市建設委員会 第３委員会室

4日（木）

総務委員会 第１委員会室

第２委員会室企業消防委員会

市民環境教育委員会 第３委員会室

総務委員会 第１委員会室

5日（金） 第２委員会室企業消防委員会

市民環境教育委員会 第３委員会室

※日程は変更になることがあります。

（最新情報は、市議会ホームページでご確認ください。）

※議場・委員会室は市役所静岡庁舎本館にあります。

（○=賛成、×=反対）

6月定例会で審議した市長提出議案23件、議員提出議案2件の審議結果は、次のとおりです。

自民党＝自由民主党静岡市議会議員団（25人）、志政会（9人）、公明党＝公明党静岡市議会（６人）

共産党＝日本共産党静岡市議会議員団（５人）、山と町＝「山と町」安全の会（１人）

緑の党＝緑の党グリーンズジャパン（１人）

　平成30年7月（西日本）豪雨により被災された皆様に対し、心からお見舞い申し上げますととも

に、犠牲になられた方々のご冥福と、早期復旧を謹んでお祈り申し上げます。

　静岡市議会では、一日も早く日常の生活に戻られることを願い、被災地域に対し、議員自己負

担による義援金50万円を送金しました。

（8）

表紙の写真

静岡市議会 検索

市民の皆さんに親しまれる市議会だよりを目指しています。

お気軽にご意見・ご感想をお寄せください。

静岡市議会事務局

静岡市議会ホームページアドレス

http://www.city.shizuoka.jp/000_000260.html

〒420ー8602　静岡市葵区追手町5番1号
議会総務課　1221ー1158
議　事　課　1221ー1159
調査法制課　1221ー1481
  　　（編集元）   FAX 251ー9213

「三保灯台」

　正式には『清水灯台』というのだそ

う。明治の時代から長きにわたり海を

照らし続ける。そして今も。朝日に照ら

され、神々しい姿。100年以上も人々を

魅了してきた、心灯される存在なのだ。

撮影場所　清水区三保

撮 影 者　萩原和幸 氏

　　　　  （日本写真家協会会員）

2018.9.1

総括質問ダイジェスト版を放送します

　9月定例会本会議総括質問のダイジェスト版をコミュニティＦＭラ

ジオ局「マリンパル」（76.3MHz）及び「FM‐Hi!」（76.9MHz）で放

送します。ぜひ、お聴きください。

○放送日・放送時間

　マリンパル  平成30年10月１日（月）～５日（金） 午後８時から９時まで

　FM-Hi！    平成30年10月８日（月）～12日（金） 午後８時から９時まで

　詳しい放送内容は市議会ホームページをご覧ください。

本会議中継のお知らせ

生中継（ＬＩＶＥ）・録画中継（ＶＯＤ）をご覧いただけます。
http://www.city.shizuoka.jp/000_000269.html

インターネット

本会議（総括質問）のダイジェスト版を放送
エフエムしみず（マリンパル）７６．３ＭＨｚ
シティエフエム静岡（ＦＭ－Ｈｉ！）７６．９ＭＨｚ

地域ＦＭラジオ


